
７月７日に「七夕集会」を

行いました。今年も執行部が

立派な笹飾りを準備してくれ

ました。七夕とはどんな日な

のかの説明を聞いた後、みん

なで短冊に願いごとを書きま

した。子ども達は２枚ずつの

短冊を受け取り、一生懸命願

いごとを考えていました。そ

の願いごとを書いている子ど

も達の真剣な表情が、とても

印象的でした。

貼り付けられた短冊には、

いろいろな願いごとがありま

したが、将来の夢を書いたも

のが多く感心しました。将来

の夢に限らず、こんなふうに

自分の願いを書き表すという

ことは、とても大切なことだ

と思います。自分の想いを言

葉にするだけでも変わると言

います。それを書き表すこと

で、自分自身の想いをより強

くすることができるからです。

私の好きな言葉に「念ずれ

ば花開く」という言葉があり

ます。これは、ただ思ってい

ればかなうということではな

いと考えています。「念ずる」

という言葉には、常に心にと

めて強く思うという意味があ

ります。いつもそのことを思

い、その実現に向かって努力

するからこそ、自分の願いを

かなえることができるように

なるのではないでしょうか。

子ども達の願いは、どれも

みんなその子らしさが表れて

いると思いました。だから見

ていて楽しくなりました。

夢が持ちにくい世の中になっ

たと言われますが、子ども達

はそれぞれ素晴らしい夢を持っ

ています。将来の夢・差し迫っ

た願いといろいろありますが、

その実現のためにまず自分が

行動を起こさなければ始まり

ません。その夢の実現に向け

て、一歩一歩前進していって

ほしいと思います。私達は、

そのための手助けが少しでも

できたら良いと思います。
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みんなの願いごとがかないますように!!「念ずれば花開く」

どんな願いごとを書こうかな? ２人組のフルーツバスケット

みんなの願いごとを貼り付けます



いよいよ今週で第１学期が

終わります。今年度も普段の

生活の中で気をつけることと

して「３つのあ」を掲げ、子

ども達に呼びかけてきました。

まず１つめの「あいさつ」

について振り返ってみたいと

思います。児童生徒数が増え、

全体として非常に活気のある

学校になってきましたが、気

持ちの良いあいさつができる

かどうかは児童生徒数に比例

するわけではありません。人

数が増えるほど、個人差が目

立つようになって来たと感じ

ています。

毎朝バスから降りてくるた

びに、本当に気持ちの良いあ

いさつができる子がいます。

大きな声で歯切れ良く、しか

もきちんと相手の目を見てで

きるあいさつは、される方も

とても気持ちよくなります。

反対にこちらから声をかけて

も、なかなか返事が返ってこ

なかったり聞き取れないほど

の声の大きさだったりする子

もいます。あいさつはしても、

そっぽを向いてしていること

も時にはあります。

あいさつは基本的生活習慣

の中でも、最も重要なもので

はないかと思います。このこ

とは多くの方が納得されるの

ではないでしょうか。それほ

ど重要であるにも関わらず、

なかなか身に付けられないの

も事実です。繰り返し繰り返

し働きかけるしかありません。

上に示したのは、あいさつ

を心と形の面から表したもの

です。①は心の面でもあいさ

つの大切さを理解し、形とし

ても気持ちの良いあいさつが

できている場合です。④は全

くその反対で、どちらもでき

ていないことを表します。

では②と③を比べてみた場

合、どちらがよいのでしょう

か。②はあいさつの大切さは

理解しているけれど、実際に

は声に出してあいさつができ

ていない。③はあいさつはき

ちんとできているのだが、し

ないとうるさく言われるから

と、自分ではまだあいさつに

対して理解が十分でない。

どちらも指導が必要ですが、

子ども達に対してはまず③を

優先すべきではないかと思い

ます。以前「幼児と、初めて

何かをする時、人は全て強制

される。方途が分からないか

ら強制を受け入れるほかはな

い。それが文化である。」と

いう曾野綾子さんの言葉を紹

介しました。しつけも全く同

じように強制から始まるもの

だと思います。

しつけはとはまず「形」か

ら入って、それを自分なりに

身に付け必要なものは取り入

れ、不必要なものは削ってい

くというプロセスだと考えら

れます。そう考えると、まず

「理解ありき」ではなく「形

ありき」ということになると

思うのですが、いかがでしょ

うか。
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あいさつ ① ② ③ ④

心 ＝ ○ ○ × ×

形 ＝ ○ × ○ ×

明日は参観日・
学期末懇談会です

第１学期も残すところわず

かになりました。保護者の皆

様には、これまでいろいろと

ご協力いただきありがとうご

ざいました。お陰様で第１学

期の終業式を無事に迎えられ

そうです。

《明日の予定》

○参観授業（５時間目）

１３：３０～１４：１５

○ミニミニ音楽発表会

１４：２０～１４：３０

○学期末懇談会

１４：３５～１５：２０

お忙しい時とは存じますが、

ぜひご出席くださいますよう

お願いいたします。



昨日に引き続き「３つのあ」

を振り返ってみます。

２つめの「あせ」ですが、

これはみんな良く頑張ってい

たように思います。昨年以来

ドーハ日本人学校の子ども達

は、何に対しても前向きに本

当に一生懸命取り組んでいま

す。私がこの「あせ」を強調

するのは、どんなことに対し

ても簡単にあきらめたり逃げ

出したりしない粘り強さを身

につけてほしいと願うからで

す。自分がしなければならな

いことに対し、やる気を前面

に本気で取り組めば、たとえ

失敗し思うようにならなくて

も、そこから学ぶことはとて

も多いと思います。

「自分にはどうしてもできな

いこと、どうしても嫌いなこ

とがある、ということを発見

するのは偉大な幸運である」

というふうにおっしゃってい

る方がいます。私もそう思い

ます。自分には何ができて何

ができないのか。そういうこ

とを自分で学ぶたびに、自分

の道はこれだという選択が見

えてくるのではないでしょう

か。自分の道というと大げさ

ですが、自分の良さや持ち味・

自分を生かす方法といえば分

かりやすいかもしれません。

しかしこれらは、いい加減

に取り組んでいて見つけられ

るものではありません。全力

で臨むからこそ、その人の本

当の姿が見えてくるのだと思

います。学習・生活の両面で、

これからもしっかりと「あせ」

を流すことができるように頑

張ってほしいと思います。

３つめの「あとかたづけ」

は、やはりなかなか難しいも

のです。何をする時でも、根

気よく最後までやり遂げるこ

とによって自分の力を確かに

することができるのだと思い

ます。「これで良いかな?」と

自分で自分を振り返るために

も、あとかたづけまできちん

とすることが大切です。

そういうところに意識が向

くようにするために、子ども

達には「靴そろえ」をきちん

とすることを呼びかけました。

登校時と下校時の毎日２回、

必ず靴は履き替えます。その

時に、靴箱の中にきれいに整

えて入れるということです。

靴を入れた後「きれいに入

れたかな」と振り返ってみて

ほしいのですが、それがなか

なかできません。靴箱の中に

かかとをそろえてきれいに収

めようと思うと、両手でする

のが確かな方法です。子ども

達はほとんど片手で入れてい

ます。その後きちんと整えて

いる子もいます。しかしそれ

ができている子はほとんどい

ません。わずかなことのよう

ですが、履き物の整とんがき

ちんとできるのは非常に重要

です。継続して働きかけてい

きたいと思います。
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明日の下校は
｢２時４０分｣です

明日は放課後活動を行わず、

全学年２時４０分に下校（学

校出発）します。ここに来て

体調を崩す子どもが増え、ま

た夏休みに入るとすぐに旅行

に出かけたり帰国されたりす

る方もあり、子ども達の体調

管理を考え変更いたしました。

急な変更・連絡で申し訳あ

りませんが、ご理解ご協力く

ださいますようよろしくお願

いいたします。
そうじ態度はとても立派です 頑張った図工・美術の作品

整えられた靴箱は気持ちが良い



※冊子｢海外子女教育｣にドーハ日本人
学校が紹介されました。その記事を配
付しましたのでご覧になってください。
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｢参観授業･懇談会」
大変お世話に

なりました
昨日は参観授業･学期末懇談

会にお越しくださりありがと

うございました。子ども達が

いつも以上に張り切って、授

業にミニミニ発表会にと臨ん

でいたのが大変印象的でした。

今学期の成長をしっかりと

認め励ましていただけたら、

子ども達はさらに意欲を高め

ていくと思います。ご指導よ

ろしくお願いいたします。

リコーダー演奏｢北の国から｣

素敵な音色が響きわたりました。

全校児童生徒が元気よく歌い演奏した｢ミニミニ音楽発表会｣

１年生の参観授業「音読発表」

緊張しながらも、一生懸命音読発表

に取り組みました。

今週の子ども達の様子を
写真でお知らせします。

３・４年生｢クレープつくり｣

５・６年生｢クッキーつくり｣

中学部｢ケーキ･プリンつくり｣

２年生の参観授業「スイミー」

国語で学習したことを劇にして発表

しました。それぞれが任された役割

を果たし、とても上手にできました。

１・２年生「チョコ･マフィンつくり」

みんなで役割を分担し、一生懸命お

やつつくりに取り組みました。

第１学期最後の全校昼食風景



今日で平成22年度第１学期

が無事に終了しました。

終業式では、まず「３つの

あ」について振り返りました。

子ども達に話したことは、先

日この便りに書いた内容とほ

ぼ同じです。少し違うのは、

できないことができるように

なるのは素晴らしいことだが、

できていたことができなくな

ることもあるということ。そ

して、またできるようになり

ということを繰り返し、徐々

に確かな力になっていくとい

うことを話しました。

できていたことができなく

なると、大人はすぐに「なぜ」

と思ってしまいます。しかし

子ども達にはそういうことが

たくさんあります。決して怠

けているわけでも力が落ちた

わけでもなく、次の飛躍に向

けて力をためている時なのだ

と思います。静かに話を聞い

ている子ども達の顔を見なが

ら、そんなことを考えていま

した。

子ども達一人一人が「今学

期頑張ったこと」を発表しま

したが、それを聞きながら日々

子ども達は成長しているのだ

ということを、改めて感じま

した。私達教員は、そうした

子ども達の成長･変化を敏感に

感じ取り、それを認め励まし

てやるのが仕事です。だから

「子どもから目を離すな!」と

よく言われます。

開校時に比べ、児童生徒数

は３倍になっています。９月

からは約４倍になります。と

は言ってもまだ３０人ほどの

小規模校です。子ども達の数

が増えていくからこそ、今ま

で以上に一人一人をしっかり

と見ていかなくてはならない

と思っています。またそれが

できるのが、小規模校の１番

の良さでもあります。

日々成長する子ども達とと

もに私達も学び続けながら、

第２学期からまた頑張ってい

きたいと思います。

みんな楽しい夏休みになり

ますように！
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保護者の皆様へ

この１学期間、いろいろな

面でご協力いただき本当にあ

りがとうございました。日本

人学校は、日本人会と保護者

の皆様のご理解ご協力なくし

ては成り立ちません。本当に

温かいご支援に心から感謝い

たしております。

今回は約２か月の長い夏休

みになります。子ども達にとっ

て、またご家族の皆様に取り

まして有意義なものになりま

すようお祈りしております。

○第２学期開始日

・始業式：９月１４日（火）

イドホリデーが多少ずれ

込む可能性がありますが、

ドーハ日本人学校はこの

日から始めます。

○スクールバス配車時間

・９月１２日または１３日に

各担任から電話連絡等をさせ

ていただきます。連絡が取れ

なかった時は学校･担任までお

問い合わせください。

学校TEL：66547217 (33291757)

「栗田さん」
お世話になりました！

事務の仕事をしてくださっ

ていた栗田さんが、都合によ

りこの７月でお辞めになりま

す。昨年の開校時以来、事務

以外の仕事を含め本当にお世

話になりました。子ども達と

も大変良く遊んでくださいま

した。心からお礼申し上げま

す。今後のご健勝とご多幸を

お祈りしております。

第１学期：終業式
栗田さん：退任式

直くん･雪乃さんとのお別れ


